
新
島
先
生
を
求
め
て

中
仙
道
行
脚

出
発
前
1
穴
の
開
い
九
鍋

「
菅
サ
ー
ン
。
こ
の
鍋
、
穴
が
開
い
て
る
ー
ノ
.
」

籾
め
て
の
キ
ャ
ン
ワ
で
、
慣
れ
な
い
手
付
き
か
ら

や
と
つ
け
た
火
の
向
C
う
か
ら
、
広
が
飛
ぷ
。

エ
ッ
ノ
.
ほ
ん
ま
か
り
・
」

テ
ン
ト
か
ら
答
え
る
。
む
隊
長
だ
。
釧
の
所
有
名

で
も
あ
る
。
「
な
ん
と
か
活
か
そ
う
ヤ
ー
」

事
件
は
初
端
か
ら
起
っ
北
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
永

都
に
い
北
。
同
志
社
大
学
で
、
大
塚
総
長
.
泰
到
歌

長
.
そ
の
他
、
火
学
の
開
係
者
な
ど
に
ー
ル
送
ら
れ
、

関
口
徹

汎
王
当
山
頂
の
新
島
先
生
の
恐
前
で
挨

/

拶
を
し
、
そ
の
足
で
水
の
必
要
か
ら
南

禅
寺
奥
の
嶺
に
テ
ン
ト
を
弧
り
、
晩

飯
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
い
る
皷

巾
の
こ
と
で
あ
る
。
穴
の
開
い
北
釧
を

か
か
え
て
、
果
し
て
、
群
馬
県
の
安
中

迄
歩
い
て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
?

こ
の
日
(
八
月
三
十
一
日
)
の
電
冗
新
聞
に
は
、

一
禽
裂
し
の
瓢
歩
旅
行
』
と
い
う
兇
出
し
で
、

次
の
よ
う
に
叢
う
て
い
六

高
督

/

/

/

.

.
ー

牛

ノ

/

ノ

長

上
田『

同
森
建
学
の
粘
神
を
学
ぱ
う
と
こ
の
ほ
ど
発

足
し
北
「
黒
希
神
研
,
饗
」
の
学
生
、
経
済

学
部
示
菅
李
沿
ら
六
人
は
一
日
か
ら
十
吾

Ⅱ
臼
、
^
ト
^
ド
^
^
」
"
ハ
^
^
^
^
゛
^
カ
^
.
^
^
L
ケ
上
^
^
'
一
^
幻

県

i

▲

岳
、
ガ
'
＼

八

ノ

京都

.長野市

別所

烏居峠X ..、
"＼、浅問山
▲'、^..'ーー.'.
烏帽子岳

小諸
0
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.^ー

▲四阿山

丸子

1云ξ「ト1

長野原

野

坂松
本寺
^

冊、^

ι碓氷峠
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.'/
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.'^
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冨工
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＼
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都
1
鸞
曇
中
市
(
約
四
百
五
十
キ
巳
会

歩
旅
行
す
る
。

安
中
市
は
新
島
家
が
仕
え
て
い
北
板
烹
烹
の

家
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
新
島
襄
が
明
治
十
系
七

月
文
筆
家
敏
纂
雌
詩
禽
浅
吉
郎
氏
ら
と
と

も
に
京
都
を
出
発
、
大
津
か
ら
船
で
米
原
に
渡
り
、

巾
仙
道
経
由
で
九
日
目
に
安
中
市
に
着
い
北
。
学

先
た
ち
は
「
新
島
襄
1
人
と
思
想
」
(
魚
木
忠

著
)
の
中
に
出
て
く
ろ
旅
日
記
か
ら
同
じ
徒
歩
旅

打
を
計
画
し
た
。

一
日
未
明
出
発
、
大
津
市
に
向
か
い
浜
大
瓣

か
ら
琵
琶
湖
汽
船
で
彦
根
へ
、
岐
阜
1
中
津
川
1

塩
尻
1
小
諸
を
経
て
碓
謙
か
ら
安
中
市
に
は
い

ろ
。
旅
日
記
に
ち
な
み
徒
歩
、
悪
天
候
で
も
歩
き

つ
づ
け
、
ず
っ
と
テ
ン
ト
で
慧
、
十
五
口
午
後

{
命
市
の
系
教
会
に
署
く
。
旅
行
小
は
毎
日
午

契
時
起
床
、
七
時
出
発
、
.
二
十
分
歩
い
て
五
分

別
小
休
昼
は
一
時
間
休
慰
、
タ
カ
六
時
ま
で
歩

き
"
、
タ
食
後
討
諭
会
を
し
て
新
島
嬰
を
し
の

参
加
名
つ
ぎ
の
と
お
り
。
岡
崎
隆
雄
(
質
'
一
、
)

ぷ
。
森
高
常
(
文
3
関
Π
徹
(
同
)
雑
繁
男
(
経

二
Y
鳶
昭
延
(
法
一
)
』

釧
に
穴
が
開
い
て
い
北
と
て
、
新
島
先
中
に
挨
拶

し
、
総
長
・
畿
長
か
ら
励
ま
さ
れ
、
新
聞
に
載
せ

ら
れ
て
公
約
し
北
以
上
、
叢
り
政
治
屋
と
述
コ
、

公
約
実
現
に
断
固
と
し
て
謡
せ
ね
ぱ
な
る
ま
い
ノ
、

「
オ
ー
イ
、
出
来
九
ぞ
ノ
.
」

作
っ
た
も
の
が
、
九
ま
た
ま
カ
レ
ー
だ
っ
九
か
ら

か
?
そ
れ
と
も
、
出
発
祝
も
兼
ね
て
、
し
ば
し
の

、
、

、

別
れ
と
て
正
当
な
肉
を
入
れ
火
、
そ
の
肉
が
ふ
さ
い

で
く
れ
九
の
か
?
兎
に
角
、
出
来
る
も
の
が
出
来

て
穴
が
開
い
て
い
る
と
い
う
の
な
ら
、
そ
の
穴
の
ぶ

ん
^
け
^
い
と
い
う
も
の
^
ノ
.

い
よ
い
よ
出
発

九
月
一
日
噛
。
靴
(
南
禅
当
)
出
発
、
契

沖
よ
り
響
湖
窯
「
ハ
リ
マ
ル
」
に
乘
り
、
竹
生

島
で
「
ミ
ユ
キ
マ
ル
」
に
霄
朴
え
る
。
旅
行
中
唯

一
の
乗
物
。
彦
根
着
、
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
。

二
日
米
邸
過
ぎ
醒
ケ
井
で
昼
食
。
栗
降
り

は
じ
め
、
滋
賀
県
が
見
え
る
岐
阜
県
の
は
ず
れ
、
関

ガ
原
町
△
、
須
の
妙
座
寸
に
珀
ろ
。

三
日
不
破
関
跡
を
見
学
、
垂
井
・
赤
坂
を
通
り
、

揖
斐
川
・
長
良
川
を
渡
り
、
岐
阜
市
鏡
島
の
馨
寺

に
泊
る
。
こ
の
寺
は
幼
稚
園
を
か
ね
、
わ
れ
わ
れ
は

本
竃
、
園
児
が
製
に
使
う
臨
を
幾
枚
か
つ
な

で
襄
九
、
休
の
装
れ
と
乳
の
央
い
に
く
る
ま
て

い死
人
の
よ
う
に
。

四
日
帖
。
遅
れ
て
襟
。
出
禿
す
る
頃
は
、
謂

し
げ
に
わ
れ
わ
れ
を
見
る
先
生
と
笑
い
か
け
て
く
る

園
児
た
ち
が
い
北
か
ら
、
き
っ
と
八
時
半
頃
で
あ
っ

え
と
思
、
つ
0

足
の
罰
き
は
ど
ぅ
に
も
な
ら
な
い
。
:
一
十
分
、
玉

木曽路をゆく
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分
の
財
迎
も
材
慰
後
歩
き
印
し
て
か
ら
商
さ
を
感

じ
な
く
な
る
ま
で
が
ひ
と
苫
労
で
、
休
憩
も
休
憩
に

な
ら
な
い
。
マ
メ
は
マ
メ
を
生
む
。
別
な
と
こ
ろ
に

出
来
た
か
と
思
う
と
、
同
じ
マ
メ
の
と
こ
ろ
に
そ
れ

を
句
〕
む
よ
う
に
も
っ
と
大
き
い
の
が
上
に
出
来
ろ
。

マ
メ
の
乱
生
だ
。

志
員
六
名
の
内
、
ま
ず
故
瞥
来
し
始
め
た
の

は
掛
樋
隊
員
で
あ
っ
九
。
彼
の
顔
は
す
ぐ
れ
ず
、
歩

1

考

き
方
・
足
の
述
び
も
い
つ
も
と
変
で
あ
る
。
「
伺
し
心

社
郡
研
究
会
・
棄
1
安
中
踏
破
」
の
城
を
中
心

と
し
て
、
一
団
と
な
っ
て
進
む
わ
れ
わ
れ
か
ら
次
第

に
遅
れ
る
よ
う
に
な
っ
九
な
に
し
ろ
<
 
H
は
火

、
、
、
、

濃
加
茂
市
だ
。
出
発
が
遅
れ
た
上
、
ま
じ
ま
じ
し
て

い
て
は
岩
け
な
い
こ
と
は
必
定
。
幟
は
向
じ
へ
ー
ス

で
課
。
隊
長
は
掛
樋
隊
員
に
つ
き
っ
き
り
で
遅
れ

て
来
る
。
「
オ
ー
イ
、
ス
ト
オ
ー
プ
ー
ガ
一
」
岐
阜
市

を
す
ぎ
岐
南
町
に
来
た
と
き
だ
っ
た
。
「
捻
挫
だ
。
」

近
く
で
長
車
を
借
り
て
病
院
へ
。
こ
れ
か
ら
歩
き

"
て
行
く
事
は
無
理
だ
。
」
は
っ
き
り
と
医
師
は

'
う
恊
灣
結
果
、
掛
樋
隊
員
条
都
に
返
す
こ

と
に
決
る
。
岐
阜
望
「
藍
し
ろ
よ
」
「
成
功
し
て

下
さ
い
」
「
あ
り
が
と
ぅ
」
握
手
、
別
れ
る
。

五
人
歩
き
出
す
。
何
*
も
そ
う
だ
が
、
な
れ
る
迄

が
大
変
な
の
だ
。
徒
歩
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
出
窕
前
に
マ
メ
に
対
す
る
予
備
知
散
が
あ
っ

た
な
ら
ノ
.
と
ぅ
と
ぅ
足
は
マ
メ
畑
に
な
っ
た
。

辛

像
貝
は
両
足
に
十
符
の
マ
メ
を
つ
く
っ
た
。
他

も
相
当
に
出
来
て
い
る
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
歩

く
と
い
っ
て
も
、
熱
湯
に
足
を
入
れ
る
よ
う
に
路
に

足
を
お
ろ
し
て
行
く
よ
う
な
呉
合
だ
。
左
を
お
ろ
し

て
右
を
お
ろ
す
。
一
歩
。
歩
く
洲
f
を
得
ろ
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
「
ガ
ン
バ
、
ガ
ン
バ
」
と
唱
え
合
っ
た
。

「
ガ
ン
バ
」
は
「
ガ
ン
バ
レ
」
を
一
歩
の
倫
編

子
に
変
え
た
も
の
。
「
ガ
ン
バ
、
ガ
ン
バ
と
盲
っ
て

い
る
う
ち
に
、
二
歩
前
進
し
て
る
ん
だ
ノ
.
」
こ
の
雷

乍
、
経
験
し
な
く
て
は
味
わ
え
な
い
。
「
ガ
ン
バ
.

ガ
ン
バ
」
で
儲
勢
深
駅
に
衝
く
。
,
客
一
人
も
な
い

蓉
室
で
横
に
な
る
。
こ
こ
で
二
組
の
テ
ン
ト
の
う

ち
一
細
を
同
寝
に
器
す
る
。
駅
員
に
椴
て
マ

メ
の
治
療
に
行
く
。
研
人
科
と
親
を
兼
ね
て
い

る
病
院
し
か
な
い
田
舎
町
だ
。
「
男
の
f
が
マ
メ
を

生
ん
だ
ん
で
す
っ
て
ノ
.
」
看
護
婦
の
お
世
辞
に
も
笑

え
な
い
。
も
う
な
に
か
ら
な
に
ま
で
一
薊
な
ん
だ
ノ
.

包
帯
に
ま
か
れ
て
、
足
が
く
つ
に
入
ら
な
い
と
騒
ぎ

出
す
「
ア
ッ
、
イ
タ
タ
ま
っ
た
く
こ
の
マ
メ
め

ノ
.
こ
の
張
費
下
四
百
円
也
。
サ
イ
フ
も
「
ア
ッ
、

イ
タ
タ
:
:
:
^

夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
九
。
待
合
室
に
泊
ろ
う
と
各

務
が
原
駅
へ
。
幸
述
な
こ
と
に
、
碓
話
を
か
け
て
く

、
、

れ
て
、
駅
貝
サ
ン
が
野
撚
武
夫
氏
瓢
介
し
て
く
れ

九
氏
の
お
世
雫
△
,
夜
も
畳
の
上
で
襄
ら
れ
た

た
だ
氏
の
息
f
き
ん
が
同
士
鞍
大
学
に
学
ん
で
い
る

0

と
い
う
だ
け
で

^
^
を
こ
^
^
に
な
っ
た
。

一
路
安
中
へ

五
日
管
氏
で
鎧
も
こ
馳
走
に
な
っ
た
上
、

水
飴
も
い
た
だ
い
北
。
氏
は
水
飴
製
造
に
携
わ
っ
て

不禅関勤にて(右より二人目筆者)
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い
ろ
ほ
か
、
冬
務
な
の
市
会
鞁
貝
で
も
あ
る
氏

の
家
庭
的
歓
待
に
別
れ
を
つ
げ
、
日
本
ラ
イ
ン
を
右

丁
に
な
が
め
、
美
濃
加
茂
市
で
キ
ャ
ン
プ
。

六
日
御
譜
、
旧
小
Ⅷ
道
の
釧
久
手
を
通
り
、

山
巾
の
オ
ア
シ
ス
、
大
湫
公
民
柁
泊
る
。

七
日
川
中
狩
か
ら
国
道
十
九
号
線
粧
戸
へ
出

て
悪
捌
Ⅱ
様
"
に
向
う
。
東
円
寺
に
泊
る
。

八
日
い
よ
い
よ
木
叫
路
に
入
る
。
隊
員
も
慣
れ

て
「
隊
長
ノ
」
と
呼
ぷ
。
足
の
方
も
憤
れ
て
来
た
。

な

ゞ
L
 
工
』

馬
籠
の
陳
村
記
念
鉢
に
寄
る
。
亥
籠
を
経
て
南
木
曽

町
公
民
館
に
泊
る

九
日

渡
野
、
欝
、
須
原
、
倉
本
等

、
一
目
0

心
ド

叩
織
と
二
人
三
脚

寝
覚
の
床
臨
"
寺
に
泊
ろ
。

浦
島
太
郎
の
伝
靴

新
島
先
牛
は
こ
こ
で
聾
を

Π
に
き
れ
北
。

十
日
上
松
・
福
島
を
過
ぎ
て
木
曽
義
仰
の
禦
1

寺
に
窃
る
。
藪
原
の
極
楽
寺
に
泊
る
。
畳
と
豊
の
問

力
ら
き
の
と
カ
ヰ
一
え
仕
九
ほ
こ
り
九
ら
け
の
お
堂

で
、
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
、
仏
像
北
ち
に
見
{
寸
ら
れ

て
寒
い
一
夜
を
す
こ
す
。
全
く
の
極
楽
だ
。

十
一
日
"
峠
を
燮
て
漆
器
の
於
へ
。
こ

こ
で
、
「
木
曽
、
ω
謹
と
い
わ
れ
て
、
木
曽
に
あ
か

る
い
叢
大
叢
諾
沸
一
郎
氏
に
会
う
。
氏
は

「
チ
ッ
プ
ス
先
誓
よ
う
な
ら
」
(
ヒ
ル
ト
ン
作
)

の
潮
訳
名
で
も
あ
ろ
。
「
木
曽
路
は
署
が
よ
い
。
縦

を
知
っ
九
ら
、
木
曽
路
の
横
を
知
り
な
き
い
。
」
と

氏
は
い
う
。
「
菊
池
先
生
さ
よ
う
な
ら
ノ
.
そ
の
晩

靴
四
の
満
和
寺
に
油
る
。

L
」
よ
は
し

十
二
日
堀
尻
峠
を
越
え
て
、
下
霧
町
。
将

の
公
民
館
で
一
夜
を
す
と
す
。

十
三
日
和
田
峠
、
長
門
町
、
笠
取
峠
を
越
え
て

劃
月
町
へ
。
そ
ろ
そ
ろ
安
叩
に
近
づ
く
。
 
U
水
寺
で

捗
を
安
中
驫
ぶ
。

十
四
日
小
諸
市
で
同
奪
か
ら
の
匙
報
を
受
取

る
。
「
成
功
祈
る
。
」
軽
井
沢
の
シ
ー
モ
ア
・
ハ
ウ

ス
で
暖
知
兆
」
開
む
。
い
よ
い
よ
明
日
は
・
笈
中
だ
。

十
玉
日
暴
。
堰
井
沢
駅
で
わ
れ
わ
れ
を
迎
え
出

て
く
れ
九
原
市
の
校
友
、
半
田
隆
一
氏
と
会
い
、
一

締
に
碓
氷
峠
を
下
る
。
松
井
田
町
、
郷
原
、
原
市
と

快
調
に
す
ぎ
る
。
あ
た
り
は
轟
だ
。
口
光
謡
を

Π
心
い
出
す
よ
う
な
原
市
の
杉
詑
木
を
す
ぎ
る
と
、
ど

う
だ
、
わ
れ
ら
の
U
的
地
安
中
の
ネ
オ
ン
が
都
か
忙

h
く
手
に
見
え
出
し
九
。
,
奴
中
到
私
の
椣
様
を
岡
崎

隊
員
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
や
っ
た
ノ
.
つ
い
に
や
っ
九
ノ
.
催
九
ち
は
や

つ
北
ん
だ
ノ
.
見
知
ら
ぬ
顔
誕
剛
の
中
か
ら
次
々

と
笑
い
か
け
て
く
る
。
新
島
〕
論
生
徒
の
北
く
ワ
ラ

ツ
シ
ユ
が
幾
皮
も
剛
を
よ
ぎ
る
。
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
い

わ
れ
北
っ
て
い
い
。
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
酔
う
こ
と
も
、

宵
年
時
代
の
貴
靈
な
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う

や
"
し
^
^
ロ
^
た
っ
九
。
:
:
:
^
^
^
^
^
や
^
^
九

の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
夜
、
新
島
学
園
の
罪
校

長
先
小
、
・
冷
教
会
江
川
牧
師
、
お
よ
ぴ
校
友
関
係

者
な
ど
と
、
握
手
と
挨
拶
を
か
わ
し
な
が
ら
喜
び
に

ひ
九
っ
て
い
九
。
」

そ
の
夜
、
原
市
に
も
ど
り
半
田
院
一
氏
宅
に
拍
る
。

新
鳥
先
生
の
遺
髪
・
硯
:
て
の
他
遺
品
を
み
せ
て
い

た
だ
く
。

十
六
日
π
川
牧
師
と
べ
ー
ケ
ン
条
に
案
内
き

れ
て
Ⅲ
で
安
小
の
新
島
条
に
関
す
る
遺
跡
を
見

学
。
そ
の
後
、
新
島
〕
雨
小
、
徒
と
交
歓
会
。
晩
に
は

市
の
有
力
老
と
の
姦
会
。
{
女
巾
教
会
に
泊
ろ
。

十
七
日
岩
井
荏
と
玉
・
学
園
の
縫
ら
の

「
ま
九
会
う
日
ま
で
」
(
識
美
醤
0
五
番
)
の
歌
に

見
送
ら
れ
て
、
安
小
駅
を
出
発
、
一
路
東
京
へ
。
来

京
の
巾
心
、
銀
座
を
例
の
幟
を
た
て
て
閑
歩
。
梨
心

社
大
学
こ
こ
に
あ
り
。
そ
の
晩
、
県
慶
同
交
歓
会
。

十
八
日
棗
校
友
会
と
の
交
歓
会
。
夜
行
で
対

路
に
才
く
一
力
判
勤
は
十
ブ
H
4
薊
十
時
杖
村
吋
'

参
。
黒
社
に
て
於
・
郵
喫
長
に
嫁
行
の
報
当
を

し
て
、
{
女
巾
行
脚
を
終
え
る
。

(
客
需
国
交
二
阿
牛
・
黒
礼
粘
杣
研
究
<
ム
々
員
)
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